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概要 

計算生命科学は，生命の理解に向けて，近年急速に進展している計算科学と医農工理学分野

が融合した学際的研究領域である．様々な研究分野や産業界等への研究の拡がりが期待され

ており，包括的な基礎知識を習得する機会が求められている．神戸大学計算科学教育センター

は，関係諸機関と協力して，遠隔インタラクティブ講義「計算生命科学の基礎」シリーズを 2014 年

から全国に配信を開始し，昨年度は 600 名の受講登録を受け付けた．本稿では，2017 年度に実

施した「計算生命科学の基礎 IV」と，最近注目されている AI やディープラーニングに焦点を当て

特別編として実施したディープラーニングチュートリアルの開催結果について報告する．年々受

講者が増え続けており，アンケートでも高評価を得ている． 
 

1  はじめに 

ゲノム情報，RNA 配列情報，タンパク質構造など

のデータベースの整備や，スーパーコンピュータによ

る計算機シミュレーション技術の発達により，「計算生

命科学」の研究分野は大きな発展を遂げている．こ

の研究分野は，創薬や有用物質の生産などの様々

な応用が期待されるため，大学や研究機関だけでな

く産業界からも大きな注目を集めている． 
しかし，この研究分野は急速に進展しているため，

最先端の研究の現状を網羅的に習得する場や，研

究分野全体を網羅的に俯瞰する機会が無かった．こ

のため，神戸大学計算科学教育センター，学術・産

業イノベーション創造本部，理化学研究所 HPCI 計算

生命科学推進プログラム[1]などの共催により，この

研究領域の第一線で活躍されている著名な研究者

の方々によるインターネットを利用した遠隔インタラク

ティブ講義「計算生命科学の基礎」シリーズを，2014
年から開講し，インターネットで配信している[2]．過去

4 回のシリーズでは，生命科学のデータベース，統計

学，バイオインフォマティクス，およびシミュレーション

科学と多岐に亘る講義を配信し，計算生命科学の現

状を知る良い機会であるとの評価を頂いた[3]．  



大学 ICT 推進協議会 2017 年度年次大会では，

2016 年度までの過去 3 年の取り組みについて，シス

テム面や受講状況などについて報告した[4]．本稿で

は 2017 年度に実施した「計算生命科学の基礎 IV」と，

最近注目を浴びているディープラーニングや機械学

習に焦点を当てた特別編「ディープラーニングチュー

トリアル」について報告する． 
なお 5 年目となる今年度もデータサイエンスに関

わる講義を拡充させ，さらに脳科学などの新しいテー

マを加え，10 月より遠隔講義を開始する予定である

[5]． 

 

2 講義概要 

本遠隔インタラクティブ講義は，毎週同じ曜日，同

じ時間にインターネットを使った配信により，計 15 回

の講義を提供する．配信環境としては Cisco 社の

WebEx Event Center を用いている．これは主催側 PC
から講義の模様を映像や音声により受講者の PC へ

配信し，さらに講義用スライド画面などを受講者の PC
からも共有することができるシステムである．受講者

は主催者から送られるURLにWeb ブラウザを用いて

アクセスすることによって受講できる．同時接続の上

限は 500 とされており，安定して講義の配信を行うこ

とができている． 

受講者側 PC からは，質問などのメッセージを主催

者側 PC に送ることも可能であり，この機能を利用し

て講義に対する質問などを受け付けている． 

さらに一部の講義については，その模様をアーカ

イブ化した映像を公開している[6]．受講者の募集は，

ポスターやチラシの配布，学会のメーリングリスト，過

去の受講者へ呼びかけ，共催組織の Web site などで

行った．申し込み受付は Web のフォームにより行って

いる． 

3 2017年度「計算生命科学の基礎 IV」 

 
4 年目となる 2017 年度は，2017 年 10 月から 2018

年 1 月にかけて 15 回実施した．受講登録者は 609
名となり過去最多を更新した（1 年目 262 名，2 年目

464 名，3 年目 550 名）．本講義について，より広く知

られてきた結果であると考えている． 
15 回の講義は「ゲノムから構造までのインフォマ

ティクスの基礎」，「構造生命科学のための分子シミ

ュレーション」，「計算生命科学の医療・創薬への応

用」の三編構成とした．また，最新の話題である人工

知能関連の講義をいくつか取り入れた．各回の実際

の受講者数も人工知能関連の講義では比較的多か

った． 

 
図 1 2017 年度「計算生命科学の基礎 IV」受講登録

者の所属分布 
 
 受講登録者の所属は図１のとおりである．企業関係

者が半分近くを占めており，この傾向は昨年度までと

同様である．企業に向けた広報も大きな要因である

と考えている． 
次に，大学関係者の全国分布を図で示す（図 2）． 

 
図 2 2017 年度「計算生命科学の基礎 IV」の大学所

属の受講登録者の全国的な広がり

（https://d-maps.com/carte.php?num_car=24851&lang
=ja をもとに作成） 
 
全国の 34 都道府県の 67 大学から 204 名の受講者

の登録があった． 



なお，昨年度の最大同時接続数は約 260 であった

が，WebEx Event Center の上限は 500 であり，接続

数にはまだ余裕がある． 

次に受講者の受講後の評価について述べる．アン

ケートを行い，受講登録者 609 名中 150 名の回答を

得た．全体的な評価については 1 を「期待はずれだっ

た」，6 を「とても良かった」として１から 6 の 6 段階で

評価してもらった．6 の「とても良かった」が約 1/4 であ

った．さらに，3 分の 2 以上の方が 5 または 6 の評価

であり，約 9 割の方が 4 以上の評価となっており，大

変高い評価を得ている（図 3）． 
  具体的な意見としては，「どこからでも受講でき

る」，「役に立つ」，「質量ともに優れている」といった

評価する意見が寄せられた．また，「遠隔講義をもっ

とやってほしい」，「遠隔講義を自分の大学でもやりた

い」といった声も聞かれた． 
講義を知人にも勧めたいという声も多くあった．実

際，アンケートで受講のきっかけを聞いたところ，知

人からの紹介でこの講義を知ったという回答が 20%
程度となっている． 

一方で，音声トラブルや，インストール時のトラブル

に関する指摘もあった．また要望として，講義録画の

公開の拡大を求める声がみられた． 

 

 
図 3 2017 年度「計算生命科学 IV」遠隔講義全体の

評価（アンケート結果）：6 を最高，1 を最低とした 6 段

階評価の結果． 

5 特別編「ディープラーニングチュート
リアル」 

AI やディープラーニング，機械学習といった手法

が今，大きな注目を浴びており，「計算生命科学」分

野においても例外ではなく，講義だけではなく、実際

に PC を用いて体験したいという要望も聞かれた． 

こうした要望に応えるため，通常の配信講義に先

立ち 2017 年 9 月 19 日，主として初心者向けに生命

科学におけるディープラーニングをテーマにした 2 コ

マ講義（90 分ずつ）と実習（2 時間）を，特別編として

実施した． 

1 コマ目の講義では機械学習の全般的な説明，最

近のディープラーニングの成果，生命科学分野への

応用などが話され、バランスの取れた良い講義であ

った。終了後のアンケートでも非常に高い評価を得た

が，バランスを重視したため生命科学分野での応用

について説明が少なくなってしまう問題もあった。2 コ

マ目の講義では，ディープラーニングの原理をテーマ

とし、どのように計算が高速に行われているかという

ことについての非常にレベルの高い講義であった．し

かしながら，参加者のレベルや興味とは必ずしも一

致せず，難しすぎるという意見が多くみられた． 
実習は，画像認識の分野において代表的なデータ

セットの一つである MNIST を取り上げ，フィードフォ

ワード型ニューラルネットワークにより，文字認識を

行うという課題に取り組んでもらった．機械学習分野

で最もよく使われているプログラミング言語である

Python と，Google 製でディープラーニングなどを扱う

際に最有力なフレームワークの一つである

TensorFlow を取り上げた．また、実行結果を、すぐに

見ることができる Jupyter notebook を使用した。終了

後のアンケートでは，おおむね良好な回答を得た．そ

の一方で，取り上げた課題（MNIST）が生命科学分

野からは遠いこと，データを準備する部分の説明が

不十分であることが課題として挙げられた． 
受講の募集は通常とは別で行っており，ポスター

やチラシによる案内はなく，メーグリストや Web サイト

によるものだけで行った．申し込みの期間も通常編よ

りは短かったが関心は高く，講義は 276 名の申し込

みがあった．実習は先着で申し込みを締め切り 12 名

で実施した．講義は従来通り WebEx を用いたインタ

ーネット配信を行ったが，実習の配信は行わず，受講

者に会場に来ていただいて実施した． 

 
図 4 2017 年度「特別編」講義受講者の所属分布 

 



受講者の所属を見ると，例年の遠隔講義とあまり変

わらない構成だった（図 4）． 

 特別編は注目が高く，講義の評判は良好であった

が，難しすぎたという意見も見られた．また，実習は

初級レベルということはあらかじめ周知しており，レベ

ル的な不満はなく肯定的な意見が多かった． 

 なお，実習の遠隔配信も検討中ではあるが，システ

ム面や人的リソースの問題など，実施に至るまでに

は解決すべき課題は多い． 

 

6 まとめ 

本報告では，2017 年度に実施した遠隔インタラク

ティブ講義「計算生命科学の基礎 IV」及び特別編「デ

ィープラーニングチュートリアル」の実施状況につい

てまとめた．これまでの 4 年間分の講義及び特別編

を合わせると延べ 2000 名の受講者登録があり，その

講義内容については，多くの受講者から高い評価を

頂いている． 
2018 年 10 月 3 日からは，計算生命科学の基礎 V

の実施を予定している．(2018 年 8 月 31 日現在の登

録者 414 名，昨年度の同時期の登録者 329 名．) 
本講義で対象とする分野は，現在も急速に発展し

続けており，講義を継続的に配信したいと考えている．

現在，予算，運営体制など解決しなければならない

いくつか課題があり，継続的な運営のための資金確

保に努めていく必要がある． 
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